
卒業研究
国際園芸農学専攻演習

農業思想論 食品官能評価法
国際灌漑排水論

動物行動学
保全生態学
水圏資源管理学

三
年
次

コ
ー

ス
所
属

専
門
科
目

卒業研究
園芸農学専攻実験・実習

専門英語
インターンシップ

国際有機資源論
国際作物生産論
地域ブランド農産物論

果樹園芸学
家畜飼養学
非破壊品質評価論

　
　国際食品マーケティング論

　国際フードビジネス論
　国際農業開発論
　農産物貿易論
　食品産業論
　食品科学
　作物栄養学

作物生理学
植物生態学

二
年
次

国際園芸農学入門
園芸農学基礎実験
農場実習
コンピュータ演習
海外研修入門

畜産学汎論
作物学汎論
食品開発科学
蔬菜園芸学Ⅰ
生産機械学Ⅰ

農業経済論
地域社会論
地域農業戦略論
作物育種学Ⅰ
基礎土壌学

細胞生物学Ⅰ
分子生物学Ⅰ
植物発生形態学

園芸農学基礎演習
園芸学

　　食料経済論

基
礎
科
目

   生物学の基礎Ｃ
   化学の基礎Ｅ
   統計学の基礎

教
養
教
育
科
目

学
科
所
属

専
門
基
礎
科
目

一
年
次

国際園芸農学科 園芸農学コースの履修モデル

四
年
次

専
門
分
野
配
属

専
門
科
目

専門分野配属ガイダンス：専門分野に自己の立脚点

農学の基礎・
生物学を学ぶ

科目群

農業生産に関連る
隣接・学際領域を学ぶ

科目群

専門基礎が確かな
実学的人材の育成

基礎の生物学から応用の農学
まで幅広く科学的及びグローバル

な視野を持つ人材の育成

大学院進学

教養教育・専門教育ガイダンス

隣接・学際領域 生物学領域

＜教養教育：34単位＞ 主に1年次・2年次に修得

専
門
分
野
へ
の
関
心
を
段
階
的
に
集
約
し
明
確
化
・
具
体
化
さ
せ
る

自己の専門分野の視点から
関心を拡げるように指導

園芸農学領域

自己の専門をベースに

課題を学際的・総合的
に把握でき、応用力が

ある人材の育成

産業と社会とにグローバルな視点で貢献できる
資質・能力を備えた職業人・社会人として活躍

卒業研究 （４年間の学習を学生自らが集大成）

実験・実習・演習がカリキュラムの軸
自ら課題に取り組むことによって自主性・

実際性・応用力を養う。実験等と講義との関
係,隣接・学際領域，生物学領域を学ぶ意味
を理解できるように指導

自己の専門を基礎に隣接領域から対をなす生物学ま

たは農学まで学ぶ。

起業ビジネス論（２）（学部共通・必修）

学部共通コア科目

生物学と農学の関係性の知識／イノベーション

マインド／グローバルマインドをもった人材の育成

農学生命科学概論（２）（学部共通・必修）

【必修：１６単位】

【必修：３３単位 選択必修：８単位 選択：４単位】

【必修：５１単位 選択必修：１４単位 選択：１５単位】

【必修：５７単位 選択必修：１４単位 選択：１９単位】

国際食料流通論（学部共通・必修）

専門分野配属ガイダンス：専門分野に自己の立脚点を作る



卒業研究
国際園芸農学専攻演習

農業思想論 食品官能評価法
保全生態学
水圏資源管理学

三
年
次

コ
ー

ス
所
属

専
門
科
目

卒業研究
食農経済専門演習Ⅰ
食農経済専門演習Ⅱ
食農経済専攻調査実習

インターンシップ

   協同組合論
   国際食品マーケティング論

   農業経営管理論
   国際農業開発論
   国際フードビジネス論
   農産物貿易論

地域ブランド農産物論
国際作物生産論
果樹園芸学
非破壊品質評価論

植物生態学

二
年
次

国際園芸農学入門
園芸農学基礎実験
農場実習
コンピュータ演習
海外研修入門

農業経済論
国際有機資源論
地域農業戦略論

畜産学汎論
作物学汎論
食品開発科学
蔬菜園芸学Ⅰ

細胞生物学Ⅰ
分子生物学Ⅰ

園芸農学基礎演習
食料経済論

　　園芸学

基
礎
科
目

   生物学の基礎Ｃ
   化学の基礎Ｅ
   統計学の基礎

教
養
教
育
科
目

学
科
所
属

専
門
基
礎
科
目

一
年
次

国際園芸農学科 食農経済コースの履修モデル

四
年
次

専
門
分
野
配
属

専
門
科
目

専門分野配属ガイダンス：専門分野に自己の立脚点

農学の基礎・
生物学を学ぶ

科目群

食農経済の隣接・学
際領域を学ぶ科目群

専門基礎が確かな
実学的人材の育成

基礎の生物学から応用の農学
まで幅広く科学的及びグロー
バルな視野を持つ人材の育成

大学院進学

教養教育・専門教育ガイダンス

隣接・学際領域 生物学領域

＜教養教育：34単位＞ 主に1年次・2年次に修得

専
門
分
野
へ
の
関
心
を
段
階
的
に
集
約
し
明
確
化
・
具
体
化
さ
せ
る

自己の専門分野の視点から
関心を拡げるように指導

食農経済領域

専門分野配属ガイダンス：専門分野に自己の立脚点を作る

自己の専門をベースに

課題を学際的・総合的
に把握でき、応用力が

ある人材の育成

産業と社会とにグローバルな視点で貢献でき
る資質・能力を備えた職業人・社会人として

卒業研究 （４年間の学習を学生自らが集大成）

実験・実習・演習がカリキュラムの軸
自ら課題に取り組むことによって自主性・

実際性・応用力を養う。実験等と講義との関
係,隣接・学際領域，生物学領域を学ぶ意味
を理解できるように指導

自己の専門を基礎に隣接領域から対をなす生物学また

は農学まで学ぶ。

起業ビジネス論（２）（学部共通・必修）

農学生命科学概論（２）（学部共通・必修）

学部共通コア科目

生物学と農学の関係性の知識／イノベーション

マインド／グローバルマインドをもった人材の育成

【必修：１６単位】

【必修：３３単位 選択必修：８単位 選択：４単位】

【必修：５３単位 選択必修：１４単位 選択：１３単位】

【必修：５９単位 選択必修：１４単位 選択：１７単位】

国際食料流通論（学部共通・必修）
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